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は　じ　め　に

　1930年代に開発され工業界に広く利用されてきたクロロフルオロカーボン類，とくに特定フロンと呼ばれて

いるものは，そのオゾン層や地球温暖化への影響から，すでに先進国においては生産あるいは消費が全廃され

ている。それらガスは，今後は大気中での濃度（混合比）は減少することになる。（2001年末時点で，すでに

CFC・11大気混合比の減少が確認されている。）

　オゾン層破壊原因物質あるいは温室効果気体という負の側面のみでなく，クロロフルオロカーボン類には化

学的トレーサーとしての地球科学的利用という正の側面ももち合わせている。高精度な議論を行う上で，より

高精度な分析が求められるわけであるが，クロロフルオロカーボン類の場合，

　1）大気においても，また海水においても極めて低濃度でしか存在していない

　2）これまでほぼありとあらゆる工業製品の製造過程にクロロフルオロカーボン類が用いられていた

ことなどから，それらの測定は極めて困難であるとされている。海洋におけるクロロフルオロカーボン類のデ

ータが最も多く取得されたのは1990年代前半のWOCE（WorldOcean　CtrculationExperi皿ent）の時である。

それからおよそ10年たった今，再びWOCE時と同じ測線において観測を行い，この10年問の海洋の変化を知ろ

うとする動き（WOCE　Revisit）が始まりつつある。およそ10年前のデータと比較するためには，当時と同等

あるいはそれ以上の質を持ったデータを取得することが必要であるとともに，測定データの”ものさし”とな

る”標準物質”を維持し続けることがきわめて重要となる。そこで本論においては，多くの観測者や研究者が

均質なデータを取得する一助とするため，まず第1章で，クロロフルオロカーボン類とはいったいどのような

もので，地球上においてどのような挙動をしているのかを述べた後，第2章において現在地球化学研究部で実

施している高精度なクロロフルオロカーボン類の分析方法をガイド的に記述する。さらに第3章では，現在地

球化学研究部において大気および海水中クロロフルオロカーボン類の標準化のために用いられている標準ガス

（MRI／GRDCFCsCalibrationScale）について述べることとする。


